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論 文 内 容 の 要 旨
JohnDewey(1859-1952)は様々な哲学的問題 を扱 ったが、特 に個人生活に於ける 「生活」
或いは 「経験」の 「再構成」をめぐる理論がその核心であ り、その 「再構成」過程 を 「反省」(「批
評」及び 「探求」)活動の中に見 いだ していた。では 「反省活動」は一体 どのよ うにして始 められ
るのか、という点 を徹底的 にDeweyの全思想の中で追求 してみよう、 というのが著者の問題意識
である。
即ち、Deweyの「反省(評 価、探求)」活動の理論に於ける諸問題 を掘 り起 こし、そ の理論 を
論理的に一貫 した形態の下 に体系化 し直 して、「経験の再構成」理論 を、Deweyの意 図に添って、
問題点を究明しつつ、理解 しやすいものにしようとする。但 し、そのことはDeweyの理論に外部
か ら異質な概念や理論 を持ち込んで再解釈する ことではな く、むしろ、Dewey自身の鋭い洞察、
分析 を尊重 し、しかもDeweyが知 らず知 らず のうちに陥って しまっていた混乱や理論上の難点 を
補完 し修正 して、「経験」再構成の理論をむ しろ統一的に理解できるように構成 し直そ うとす るの
である。
本論文は序章 と四つの章か ら構成 され、それぞれが2つ の節か ら成っている。
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序章では本論文の課題 と考察の方法が述べ られる。つま り 「経験 の再構 成」 という考え方 に含
まれている問題を 「経験的方法」に基づいて検討しようとする立場か ら考察 を始めようとすると、
経験の 「状況」、「探求の型」及び 「評価の理論」の三つの問題が浮かび上がる ことが指摘 され るの
である。 この考察 の中で、先行研究が批判的に紹介 されて、何れ も、「反省」 の端緒 を未だ明らか
にしていない、 という研究の現状が展望 される。
第1章 はJ.Deweyの経験 「再構成」の哲学とその問題、 と題 して、「反省」活動の端緒、つま
り人が 「状況」への問いに目覚める過程に焦点 を合わせるときDeweyの哲学が どのよ うに見 える
かが考察 され る。
第1節 では、活動主体が 「反省」「批評」によって「生活経験」を「再構成」する活動をDeweyが「哲
学」 と捉えていたことが明らか にされる。その上で、次の第2節 で、本論文の中心的問題関心が
序章に続いて さらに明確 にされる。つまり、活動主体 としての人間が 自らの置かれた 「状況」お
よび 「問題的状況」 をどのように構成 して行 くのか、 というメカニズムが明 らか にされるのであ
る。そ の上で、Deweyに見いだされる 「反省(批 評、探求〉」活動の端緒的な様相 を巡 る問題点
が指摘 され る。第2章 の題は、直接的活動の 「状況」判断の構造、である。 この章 も2つ の節か
ら成 り、我 々が 日常的習慣的に活動 している場合(著 者はこのよ うな活動を「直接的活動」と呼ぶ
が)そ の活動 を、一つのまとまりある全体 として構成 している場合のメカニズムが考察される。
つ まり、第1節 では、「直接的活動」に於 ける意味知覚の構造が、精神的存在 である人間に固有な言
葉 によるコミュニケー ションの観点 と、人間が 「意味」に反応す るという特性か ら説明され る。第
2節では 「状況」判断の構造が活動主体の構成する意味文脈によるものである ことが示される。
第3章 は本論文の中心であ り、自らの 「状況」判断への問いにめざめるとい うこと、 という章
題 を持つ。つ まりここでいかにして人は 「反省」活動を開始す るかが問われ るのである。先ず第
1節では、人間 というものは通常暗黙の 「状況」判断をしているが、それが不調 にな り、維持す
ることを断念する過程が分析される。第2節 では 「直接活動」 の 「状況判断」 を 「反省」する と
いうことがさらに詳細 に検討される。即ち、 「反省活動」 の場合の 「対象」の取 り扱 い方の特徴
は何かが問われるのである。 「反省活動の操作手順」 としては、先ず 「問題 を設定す ること」、さ
らに 「問題解決」 の 「仮説」 を着想す ること、の仮定条件などが示される。
第4章 は 「評価」 と 「探求」 の差異 と相互性、 と題される。ここでは同一の 「反省」的操作に
「評価」 と 「探求」 の側面がある こと、その両者についてDeweyがどう考 えていたか,と いった
問題が批判的に考察される。
第1節 ではDeweyが「批評」と「探求」の区別を明確に しなかった点が,Deweyの様々な時期の作
品を綿密 に分析 して示され、第2節 では 「反省活動」の一般的操作手順 として、価値判断を決める判
断主体の個人的な 「価値観(意味の体系)」が働いているメカニズムが示される。最後 に全体 を要
約 して本論文 は終わ っている。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
JDeweyは「経験」について哲学 した。人間は習慣 的な生活 を営んでいる過程で,「反省」活動 を展
開しそ の中で 「経験」が 「再構成」される,と 考えたのである。だがDeweyの「探求の理論」や 「評価
の理論」を丹念 に辿 り直 してみると,基 礎的な概念の曖昧 さと動揺が見いだされ,ま たいわゆる
「問題解決法」理論の展開過程には論理的な飛躍がある点は これまで既に多 くの研究者によって
指摘されてきた。 しか しなが ら,Deweyの作品を丹念に読み直 してみると,実 はDewey自身が
明確にしなかった点 を彼 自身の思想体系の中で統一的に理解することが可能である,と 考えて,
Deweyの「経験」 に関する哲学 を再構成 してみたのが本論文である。
著者 によれば 「反省」活動の出発点 を巡るDeweyの「反省(評価,探求)」理論がは らんでいる
問題点は三つある。即ち(1)「反省(評 価,探 求)」活動のはじま りを巡る理解 の混乱,(2)「反省」
活動に先んじて営 まれていた,い わば直接的活動の 「状況」 を成 り立たせているメカニズムにつ
いての無理解,そ して(3)「評価」 と 「探求」 の混同である。
著者はそれぞれの問題点をDeweyの初期か ら後期にかけての作品群 を綿密に分析 して別挟 し
た上で,Deweyが 「反省」の具体的な操作について明確 には答えず,ただ環境 との相互作用の均
衡が破綻 した場合 に 「反省」が始 まりその均衡を回復:する過程 として 「反省」がなされると述べ
ているだけである,と 先ず指摘す る。 しか しなが ら,同時 に,Deweyには,自 らそ うと説明は
しなかったとはいえ,明 確な 「反省」 に関する理論が見いだされるのである。即ち活動主体 とし
ての人間が 日常的習慣的活動 にお いて自らのおかれている 「状況」,つ ま り意味文脈,の 判断を
通用させる ことに困難を感 じるときに,そ の 「状況(意味文脈)」の問題部分 をよ り広範で一般的
な意味体系の下で「再構成」する過程 として 「反省」が捉え られているのである。
著者 はここであくまで も「反省」が始 まるメカニズムを解明しようとし,様々 な角度か ら,Dewey
哲学の全体系 を読み解 こうとする。通常の習慣的な活動の中で,そ の活動に支障がない場合,そ
の事態,「状況」そのもの,を活動主体は どのように判断 しているか,と いう点か ら考え始めようと
するのである。 この点 に関して,著 者はそ の際「状況」を,活動主体が,その都度,出 来事の間に読
みとって構成 し引き受ける或 る意味文脈,と捉えてDewey哲学の整合性 を確認することになる。
本論文はDeweyの理論を,彼 自身が明確にしなかった点 を指摘 しつつ,彼 自身の文脈の中で
明確 に再構成 してみようという野心的な試みである。叙述が込み入 りすぎている点や 「評価」と「科
学的探求」の相違 を論 じる際に最新の科学論を十分 に組み入れていない点など,多 少の問題はあ
るものの,Deweyの「経験」哲学の肝心な問題点,いかにして人は「反省」し始めるかという点を,問
題点 を指摘 しつつ再構成 してみた独創的な研究である。 このよ うな研究は内外 を通 して見当た ら
ず,学 会 に寄与す るところがきわめて大きく,博 士(教育学)の学位論文 として合格 と認める。
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